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政
策
の
現
状
を
解
説
、

続
い
て
日
本
炊
飯
協
会

な
ど
中
食
関
連
５
団
体

が
加
盟
す
る
国
産
米
使

用
推
進
団
体
協
議
会
が

１
月
14
日
に
「
平
成
30

年
産
米
生
産
費
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
要
請
書

を
江
藤
拓
農
相
に
提
出

（
※
①
（
２
面
）
参
照
）

し
た
こ
と
か
ら
、
同
協

議
会
の
平
井
浩
一
郎
会

長
（
日
本
炊
飯
協
会
理

事
）
か
ら
大
臣
要
請
に

関
す
る
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　

国
産
米
使
用
推
進

団
体
協
議
会
で
は
、
平

成
25
（
２
０
１
３
）
年

６
月
14
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
２
０
２
３
年

ま
で
に
コ
メ
生
産
コ
ス

ト
を
全
国
平
均
４
割
削

減
（
60
㎏
換
算
、
約

９
６
０
０
円
）」
と
い

う
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
主
要
業

績
評
価
指
標
）（
※
③

（
3
面
）
参
照
）
達
成

に
向
け
て
『
早
急
に
Ｋ

Ｐ
Ｉ
に
沿
っ
て
米
生
産

費
の
削
減
、
生
産
性
の

向
上
に
尽
力
す
る
よ
う

要
請
』
し
た
旨
が
報
告

さ
れ
た
。
平
井
会
長
は
、

「（
同
郷
で
あ
る
熊
本
県

出
身
の
）
藤
木
眞
也
農

林
水
産
大
臣
政
務
官
に

対
応
し
て
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

消
費
者
や
ユ
ー
ザ
ー
と

い
う
方
向
に
は
目
が
向

い
て
お
ら
ず
、
生
産
者

側
（
農
家
）
に
立
っ
た

農
業
の
見
方
だ
っ
た
。

な
い
か
と
危
惧
致
し
ま

す
。

　

協
会
と
し
て
、
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
を
基
に
衛

生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上

に
今
ま
で
通
り
努
め
て

ま
い
り
ま
す
が
、
食
品

業
界
と
し
て
は
食
品
ロ

ス
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
社
会
的
課
題
に
も
直

面
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
業
界
と
し
て
の
方

向
性
を
示
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
い

状
況
下
に
置
か
れ
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
協
会
、

業
界
発
展
に
尽
く
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
日
ご
出

席
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
そ
し
て
会
社

の
ご
繁
栄
を
祈
念
し
、

私
の
年
頭
の
挨
拶
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

×　
　

×　
　

×

　

臨
時
総
会
で
は
、
坂

田
文
男
会
長
（
㈱
新

川
屋　

代
表
取
締
役
社

長
）
を
議
長
に
選
出
し

議
事
を
進
行
し
た
。
令

和
２
年
度
の
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
会
員
・
賛
助
会
員
の

決
議
を
行
い
、
満
場
一

致
に
よ
り
全
議
事
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

全
議
事
が
承
認
さ
れ

た
後
、
三
橋
昌
幸
専
務

理
事
が
配
布
さ
れ
た
米

関
係
資
料
に
基
づ
き
米

ア
テ
ィ
ブ
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｔ

Ａ
Ｇ
交
渉
の
結
果
、
牛

肉
、
豚
肉
、
チ
ー
ズ
等

の
乳
製
品
、
果
物
、
小

麦
、
パ
ス
タ
等
が
無
税

や
関
税
率
の
引
下
げ
で

市
場
価
格
は
下
が
り
、

消
費
者
も
メ
リ
ッ
ト
を

得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

米
は
対
象
外
で
、
消
費

者
米
価
は
益
々
高
く
な

り
、
小
麦
製
品
と
の
価

格
格
差
は
広
が
り
「
米

離
れ
」
は
更
に
進
む
と

見
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
の
稲
作
産
業
は

40
年
に
亘
る
減
反
政
策

で
生
産
性
は
世
界
レ
ベ

ル
よ
り
も
遥
か
に
低

く
、
最
近
、
海
外
の
主

要
米
生
産
国
の
米
品
質

は
国
産
米
と
殆
ど
遜
色

の
無
い
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
現
状
の
飼
料

米
政
策
が
続
け
ば
、
更

に
主
食
用
米
は
生
産
抑

制
さ
れ
、
高
米
価
は
５

年
間
継
続
さ
れ
、
需
要

の
減
退
は
加
速
し
、
米

業
界
は
益
々
疲
弊
し
、

明
る
い
展
望
は
見
ら
れ

が
芽
生
え
、
日
本
人
は

２
千
年
以
上
に
亘
り
、

稲
作
に
支
え
ら
れ
て
来

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
総
務

省
デ
ー
タ
ー
で
は
、
平

成
24
年
以
降
、
二
人
世

帯
以
上
の
日
本
人
の
米

消
費
は
７
年
間
で
約
３

割
も
減
少
し
、
日
本
人

の
主
食
の
座
は
、
米
か

ら
小
麦
製
品
へ
と
変
わ

っ
た
事
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
要
因
は
、
少
子

高
齢
化
の
社
会
現
象
に

加
え
、
高
米
価
維
持
政

策
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
一
方
パ
ン
、

麺
類
の
小
麦
製
品
は
、

社
会
現
象
は
同
じ
で
も

「
横
ば
い
」
で
す
。
こ

の
状
況
か
ら
「
若
年
層

の
米
離
れ
」
は
加
速
し

て
い
る
と
読
み
取
れ
，

日
本
の
稲
作
産
業
の
将

来
が
危
惧
さ
れ
ま
す

（
※
②
（
２
面
）
参
照
）。

　

ま
た
日
本
の
イ
ニ
シ

豊
作
を
慶
び
合
う
筈
で

す
が
、
永
田
町
、
霞
が

関
、
大
手
町
の
御
三
家

で
「
需
要
に
見
合
っ
た

生
産
」
を
主
唱
さ
れ
て

か
ら
、
過
剰
生
産
は
低

米
価
に
繋
が
る
！
と
し

て
残
念
な
が
ら
豊
作
を

素
直
に
慶
べ
な
い
風
潮

が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
民
が
豊
作
を
慶

べ
る
米
事
情
に
な
る
事

を
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

大
和
民
族
は
紀
元
前

の
弥
生
時
代
に
は
既
に

「
水
田
稲
作
の
技
術
」

　

昨
年
末
、
令
和
の
御

代
の
即
位
礼
の
諸
行
事

が
、
秋
晴
れ
の
中
粛
々

と
厳
か
に
行
わ
れ
、
日

本
人
と
し
て
誇
り
を
感

じ
る
日
々
で
し
た
。
大

嘗
祭
で
は
五
穀
豊
穣
と

農
業
者
へ
の
感
謝
が
祈

念
さ
れ
ま
し
た
。
我
々

は
農
耕
民
族
で
あ
り
狩

猟
民
族
と
は
異
な
る
伝

統
文
化
を
有
す
る
事
を

再
認
識
致
し
ま
し
た
。

毎
年
の
宮
中
行
事
と
し

て
勤
労
感
謝
の
日
に
行

わ
れ
る
新
嘗
祭
で
も
、

同
様
の
祭
事
を
さ
れ
、
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２
０
２
０
年
に
向
け
ス
タ
ー
ト
　

臨
時
総
会・新
年
賀
詞
交
歓
会
開
く

２
０
２
０
年
に
向
け
ス
タ
ー
ト
　

臨
時
総
会・新
年
賀
詞
交
歓
会
開
く

　
公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
、
２
０
２
０
年
の
幕
開
け
と
な
る
臨
時
総
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
１
月

24
日
、
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
東
武
銀
座
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
会
員
・
賛
助
会

員
多
数
が
参
加
。
当
協
会
理
事
の
山
東
昭
子
参
議
院
議
長
、
主
務
官
庁
か
ら
来
賓
と
し
て
天
羽
隆
農
水
省
政
策

統
括
官
、
道
野
英
司
農
水
省
大
臣
官
房
審
議
官
が
次
々
に
挨
拶
。
木
村
良
全
米
販
理
事
長
の
発
声
で
乾
杯
し
和

や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

会
長
挨
拶

坂
田
文
男

公
益
社
団
法
人
　
日
本
炊
飯
協
会
会
長

米
消
費
拡
大
の
一
番
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
価

格
だ
と
い
う
こ
と
が
伝

わ
ら
な
か
っ
た
が
、
今

後
も
引
き
続
き
粘
り
強

く
要
請
し
て
参
り
た

い
」
と
述
べ
た
。　

　

総
会
後
に
は
、
新
年

賀
詞
交
歓
会
を
開
催

し
、
正
会
員
・
賛
助
会

員
企
業
の
ほ
か
、 

コ
メ

の
流
通
関
連
事
業
者
ら

約
１
５
０
名
が
参
集
し

た
。

　

×　
　

×　
　

×

「
日
本
の
米
、
日
本
の

食
を
世
界
に
業
界
に
大

き
な
期
待
」

　

当
協
会
理
事

　

山
東
昭
子
氏

　
「
令
和
と
な
っ
て
初

め
て
の
新
年
で
す
の

で
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
と
申
し
上
げ
た

い
。
昨
年
、
皆
様
方
に

ご
支
援
を
頂
き
お
陰
様

で
第
32
代
の
参
議
院
議

長
に
就
任
し
様
々
な
行

事
を
こ
な
し
た
。
本
日

も
参
議
院
本
会
議
で
主

要
代
表
質
問
が
終
わ
っ

て
駆
け
付
け
た
と
こ

山
東
昭
子
氏

ろ
」「
今
年
は
食
の
部

門
が
一
番
大
切
に
な
っ

て
く
る
。
世
界
各
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
て
『
日
本
の
食
』
を

満
喫
し
て
い
た
だ
く
。

そ
の
た
め
の
様
々
な
場

所
で
の
皆
様
の
ご
活
躍

が
あ
っ
て
製
品
・
環
境

整
備
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
日
本
の
米
、
日

本
の
食
は
こ
こ
に
あ

り
、
ま
す
ま
す
皆
様
方

が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で

力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

応
援
団
の
一
人
と
し
て

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。
本
日
は

御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
」

「
農
水
省
・
業
界
が
Ｏ
Ｎ

Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
消
費
拡

大
な
ど
諸
課
題
に
対
応
」

農
林
水
産
省
政
策
統
括
官

天
羽　

隆
氏

　「
農
林
水
産
省
も
健

康
面
か
ら
の
ご
は
ん
食

の
効
用
発
信
、
日
本
型

食
生
活
の
Ｐ
Ｒ
等
を
業

界
の
皆
様
と
〝
Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ″
に
な
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
」、

「
水
田
農
業
に
つ
い
て

は
『
需
要
に
あ
っ
た
生

産
』
を
旗
印
に
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
産

地
サ
イ
ド
と
実
需
サ

イ
ド
が
よ
り
安
定
的
・

持
続
的
に
取
引
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ

こ
で
本
日
よ
り
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
事
前
契

約
・
複
数
年
契
約
の
取

り
組
み
を
伸
長
さ
せ
る

べ
く
「
コ
メ
取
引
の
事

前
契
約
研
究
会
」
を
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

だ
。
物
流
問
題
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
食
品
ロ

ス
等
の
環
境
問
題
対

策
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
等
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
直

面
し
て
い
る
が
、
こ
の

一
年
少
し
で
も
改
善
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
」

「
食
品
業
界
の
先
頭
に

立
ち
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

推
進
を
」

農
林
水
産
大
臣
官
房
審
議
官

　
道
野
英
司
氏

　
「
ご
は
ん
の
消
費
拡

大
に
つ
い
て
今
年
は
さ

ら
に
飛
躍
の
年
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
一

方
、
政
府
を
挙
げ
て
国

産
農
林
水
産
物
の
輸
出

拡
大
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
年
度
補
正
予
算

な
ど
で
特
に
ご
は
ん
を

含
め
た
一
般
食
品
に
も

輸
出
支
援
策
を
拡
充
し

た
。
輸
出
拡
大
の
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
」「
今
年
６
月
に

改
正
食
品
衛
生
法
が
施

行
さ
れ
る
予
定
だ
。
全

て
の
食
品
事
業
者
に
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
が
義

務
化
さ
れ
る
と
日
本
の

食
品
安
全
基
準
も
国
際

標
準
に
適
合
す
る
こ
と

と
な
る
。
貴
会
は
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
支
援
法
の
段
階

か
ら
指
定
認
定
機
関
と

し
て
食
品
業
界
の
先
頭

に
立
っ
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

導
入
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
業
界
中
で
も
非
常

に
先
進
的
と
認
識
し
て

い
る
」
と
日
本
炊
飯
協

会
の
取
り
組
み
を
高
く

評
価
し
「
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
認
定
な
ど
衛
生
管

理
高
度
化
の
取
り
組
み

が
進
み
市
場
拡
大
さ

れ
、
今
年
が
実
り
多
き

年
と
な
る
こ
と
を
祈
念

す
る
」

【
乾
杯
の
挨
拶
】

「
中
食
中
心
に
国
産
米

使
用
拡
大
」

全
国
米
穀
販
売
事
業
共
済
協

同
組
合
販

　

理
事
長　

木
村　

良
氏

　
「
令
和
２
年
の
正
月

が
お
目
出
度
く
、
弁

当
・
惣
菜
な
ど
の
調
理
・

天
羽
　
隆
氏

　
道
野
英
司
氏
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加
工
食
品
が
以
前
に
比

べ
味
も
良
く
な
り
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に
な

り
繁
栄
し
て
き
た
。
今

年
こ
そ
は
国
産
米
が
も

っ
と
使
用
さ
れ
、
国
産

米
使
用
団
体
推
進
協
議

会
平
井
会
長
も
笑
顔
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
協
会
な
ら
び
に
本

日
お
集
ま
り
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
し
た

い
」

【
中
締
め
の
挨
拶
】

「
米
の
需
要
拡
大
に
中

食
業
界
全
体
で
邁
進
」

　

当
協
会
理
事

平
井
浩
一
郎
氏

　
「
色
々
と
あ
り
ま
す

が
、
良
い
年
に
し
た

い
。
や
は
り
、
ご
は
ん

を
こ
よ
な
く
愛
し
て
商

売
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
我
々
が
今
の

日
本
の
食
を
支
え
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
が
進

め
ば
ま
す
ま
す
家
庭
で

は
（
ご
は
ん
を
）
作
ら

な
く
な
る
。
外
食
よ
り

も
中
食
だ
と
思
う
。
外

食
で
は
無
理
は
効
か
な

い
（
融
通
が
利
か
な

い
）。
例
え
ば
、
キ
ャ

ベ
ツ
だ
け
を
も
う
少
し

食
べ
た
く
て
も
外
食
だ

と
「
サ
ラ
ダ
を
も
う
一

品
ど
う
ぞ
」
と
な
る
」。

中
食
な
ら
ば
「
キ
ャ
ベ

ツ
の
み
で
少
量
」
か
ら

対
応
で
き
る
。
中
食
は

一
番
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が

高
く
こ
れ
か
ら
益
々
発

展
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の

中
心
が
お
米
だ
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
が

皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」

　

×　
　

×　
　

×

　

当
協
会
の
会
員
加
入

状
況
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
度
に
は
新
た
に

正
会
員
に
㈱
米
福
（
山

梨
）、
賛
助
会
員
に
住

商
フ
ー
ズ
㈱
（
東
京
）

が
加
入
し
、
正
会
員
71

社
・
賛
助
会
員
25
社
と

平
井
浩
一
郎
氏

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

×　
　

×　
　

×

　

来
賓
と
し
て
農
林
水

産
省
か
ら
政
策
統
括
官

天
羽
隆
氏
、
大
臣
官
房

審
議
官
道
野
英
司
氏
、

政
策
統
括
官
付
穀
物
課

流
通
調
整
係
長
新
田
純

子
氏
、
食
料
産
業
局
食

品
製
造
課
食
品
企
業
行

動
室
長
都
築
伸
幸
氏
、

同
課
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進

係
長
上
原
澄
子
氏
、
一

般
財
団
法
人
日
本
穀
物

検
定
協
会
か
ら
業
務
担

当
理
事
梅
林
政
徳
氏
、

業
務
部
部
長
補
佐
松
本

伸
介
氏
、
同
協
会
関
東

支
部
支
部
長
武
田
勉

氏
、
同
支
部
業
務
部
長

高
橋
勇
氏
、
同
業
務
課

課
長
小
玉
孝
幸
氏
、（
公

新
た
に
賛
助
会
員
に
加
入
し

た
、
住
商
フ
ー
ズ
㈱

　
国
産
米
使
用
推
進
団
体
協
議
会
の
平
井
浩
一
郎
会
長
が
１
月
14
日
に
、「
平
成
30
年
産
米
消
費
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
要
請
書
を
江
藤
拓
農
林
水
産
大
臣
へ
提
出
し
た

社
）
日
本
べ
ん
と
う
振

興
協
会
専
務
理
事
嵯
峨

哲
夫
氏
、（
一
社
）
日

本
惣
菜
協
会
常
務
理
事

清
水
誠
三
氏
、
同
協
会

事
業
運
営
本
部
課
長
中

岡
伸
介
氏
、（
一
社
）

日
本
弁
当
サ
ー
ビ
ス
協

会
会
長
市
川
博
光
氏
、

同
協
会
専
務
理
事
坂
部

義
治
氏
、
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ

全
農
）
米
穀
部
主
食
課

課
長
藤
井
暁
氏
、
同
課

副
調
査
役
上
田
大
介

氏
、
全
国
米
穀
販
売
事

業
共
済
協
同
組
合
（
全

米
販
）
理
事
長
木
村
良

氏
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
ラ
イ
ス
連

合
会
日
本
事
務
所
代
表

小
島
由
美
氏
ら
多
数
が

出
席
し
た
。

   

国
産
米
使
用
推
進
団
体
協
議
会
が
江
藤
拓
農
林
水
産
大
臣
へ
要
請
書
を
提
出

木
村
　
良
氏

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0
78.8

80.6

75.2

80.5

73.1

80.1

69.5

80.4

68.7

79.3

67.3

78.8

65.8

78.4 79.2

62.2

小麦購入数量 kg米購入数量 kg

令和元年平成 30年平成 29年平成 28年平成 27年平成 26年平成 25年平成 24年

　

米
使
用
量
は
少
子
高

齢
化
、
高
米
価
政
策
維

持
の
為
も
有
り
、
７
年

間
で
３
割
も
減
少
し
て

い
る
。

　

一
方
、
小
麦
製
品
は

「
横
ば
い
傾
向
」
で
あ

る
事
は
若
年
層
の
「
米

離
れ
」
が
進
ん
で
い
る

と
推
察
さ
れ
る
。

　

日
本
の
イ
ニ
シ
ァ
テ

イ
ブ
で
達
成
さ
れ
た
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ

Ｐ
Ａ
交
渉
、
Ｔ
Ａ
Ｇ
交

渉
の
結
果
、
牛
肉
、

豚
肉
、
チ
ー
ズ
等
の
乳

製
品
、
果
物
、
小
麦
、

パ
ス
タ
等
が
無
税
や
関

税
引
下
げ
に
よ
り
、
市

場
価
格
が
低
下
し
、
消

費
者
メ
リ
ッ
ト
も
多
い

が
米
だ
け
は
交
渉
対
象

外
と
な
っ
た
。
更
に
Ｔ

Ａ
Ｇ
交
渉
で
対
象
と
な

っ
た
小
麦
は
無
税
で
あ

り
既
存
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
枠
内

の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
（
輸

入
差
益
）
は
段
階
的
に

45
％
縮
小
す
る
と
公
表

さ
れ
た
！

　

米
は
持
続
さ
れ
る
高

米
価
政
策
で
消
費
者
米

価
は
益
々
、
小
麦
製
品

と
の
価
格
差
が
生
じ
、

「
米
離
れ
」
が
加
速
さ

れ
る
と
懸
念
す
る
。 （総務省家計調査のデータを集計）

一
世
帯
当
た
り
（
二
人
以
上
の
世
帯
）
の
米
と
小
麦
製
品

（
パ
ン
＋
麺
類
）
の
年
間
購
入
量
の
推
移

※①

※②
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稲
作
の
デ
ー
タ
ー
ま
と
め
（
出
典
元
：
農
林
水
産
省
）
財
務
省
財
政
制
度
審
議
会　
財
政
制
度
分
科
会
資
料
よ
り

・農家の産出額（平成28年）・農家数（平成28年）

・品目別の主副業別シェア（金額） ・品目別の主副業別の所得
（農業所得の占める割合）

・農業予算（平成30年度）

※農業予算1兆7億円、うち稲作関連約8千億円（50％） 

総産出額9兆 2千億円、うち米産出額1兆 5千億円（18％）

農業予算1兆 7億円、うち稲作関連約8千億円（50％）
農業所得に占める割合は、

主業農家は8割、それ以外の農家は約1割。米は、主業が42％（その他の大半の品目は80％）

稲作に従事する農家数
130万（全農家の約62％）

　

農
産
品
目
別
の
主
副

業
別
の
シ
ェ
ア
で
は
、

主
業
の
割
合
は
、
米
以

外
の
品
目
は
８
割
だ
が

米
は
４
割
と
低
く
、
大

規
模
化
が
進
ん
で
い
な

い
と
見
て
と
れ
る
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
③
で
は
、
担

い
手
の
コ
メ
の
生
産
コ

ス
ト
を
指
標
に
し
て
い

る
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
①
は
、
米
以

外
は
大
規
模
化
が
８
割

近
く
進
ん
で
お
り
、
改

革
が
必
要
な
の
は
米
で

あ
る
。

　

従
っ
て
、
指
標
は
、

全
農
地
で
な
く
全
稲
作

に
絞
れ
ば
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
③

と
合
わ
せ
て
進
捗
管
理

が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
平
地
と
中
山

間
地
で
は
、
取
れ
る
改

革
が
違
う
た
め
、
稲
作

農
地
の
平
地
、
中
山
間

地
等
の
詳
細
が
示
さ
れ

れ
ば
、
対
策
と
効
果
の

見
や
す
く
、
評
価
し
や

す
く
な
る
。

　

北
海
道
の
農
地
は
、

大
規
模
化
さ
れ
た
平
地

で
５
ｈ
ａ
以
上
の
規
模

で
77
％
と
ほ
ぼ
目
標
の

８
割
を
達
成
し
て
い
る
。

　

広
域
の
平
地
の
農
地

で
き
る
地
域
は
、
全
国

農
地
の
８
割
を
大
規
模

化
と
の
目
標
達
成
の
イ

メ
ー
ジ
と
重
な
る
と
言

え
る
。

　

15
ｈ
ａ
以
上
の
規
模

で
は
、
10
ａ
当
た
り
の

生
産
コ
ス
ト
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
。

　

農
地
整
備
し
、
集
積

集
約
を
進
め
た
事
例
で
、

生
産
コ
ス
ト
は
、
10

ａ
あ
た
り
13
万
→
5
・

5
万
円
と
下
が
っ
た
。

　

集
積
だ
け
で
は
限
界

で
今
後
は
、
集
約
と
セ

ッ
ト
で
、
大
規
模
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
５
ｈ
ａ
以
上

で
８
割
を
達
成
す
れ
ば
、

米
の
生
産
コ
ス
ト
の
平

均
値
は
、
大
き
く
下
が

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

KPI（稲作関連の 3 つを抜粋）
今後 10 年間（2023 年まで）

① 全農地面積の 8 割が担い手によって利用される。49%（2013 年度末）→ 55%
（2017 年度末）　（農水省「耕地及び作付面積統計」及び経営局農地政策調べ）

② 法人経営体数を 2010 年比約 4 倍の 5 万法人とする。1.5 万（2013 年 2 月）
→ 2.3 万（2018 年 2 月）　（農水省「農林業センサス、農業構造動態調査」（5
年ごとの詳細調査））

③ 担い手のコメの生産コストを現状全国平均比 4 割削減する。全国平均コメ生産
コスト 16,001 円 /60㎏（2011 年産）の 6 割 =9,600 円個別経営で 10,995、
組織法人経営で 11,859（2017 年産）　（農水省「米及び麦類の生産費」及び「組
織法人経営体に関する経営分析調査」）

※担い手
　個別経営 : 認定農業者のうち、農業就業者 1 人当たりの稲作に係る農業所得が
他産業所得と同等になる個別経営体（水稲作付面積 15ha 以上層）　組織法人経
営 : 米の販売金額が第 1 位となる稲作主体の組織法人経営体（平均水稲作付面積
約 22ha）

※③●
稲
作
の
デ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
●
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平
成
22
年
と
27
年
の
農
業
詳
細
調
査
よ
り

全
国
の
米
の
作
付
規
模
別
生
産
費
（
全
戸
平
均
、
15　
以
上
）　（
平
成
23
年
産
～
30
年
産
）

区
画
大
規
模
化
と
集
積
・
集
約
で
き
た
事
例

（
平
成
21
年
度
完
了
地
区
の
担
い
手
聴
き
取
り
調
査
）
よ
り

・販売目的で作付けした 水稲の作付面積規模別 農業経営体数、作付面積
平成22年（2010年）と平成27年（2015年）　農水省で5年に1回調査

経営規模別の稲作農家の経営体数と作付面積
全国・北海道とも、作付面積はほぼ横ばいで、経営体数は減少し、大規模化も進んでいるが歩みは遅い。
5ha 以上の規模では、経営体数は、全国5％・北海道61％、作付面積は、全国40％・北海道 88％であり、
北海道は大規模化8割は達成しているが、全国では4割である。（平成27年）
大規模化8割を達成した姿は、北海道がモデルといえる。
ただし北海道は、耕作地が平地のモデルであり、中山間地は別のモデルが必要と思われる。

・区画 10a、1ha と整備され、担い手に土地が集積、かつ
それぞれに集約され、10a あたりの稲作生産費は、事業前
には稲作生産費は133千円であったが、30a区画整理後で
生産費 113千円（15％減）、労働時間 25％減 1ha 区画ま
で整理後（集約集積が進んだ状況）で生産費55千円（55％
減）、労働時間 60％減となった。区画大規模化と担い手へ
の土地の集積集約の結果、実証実験では劇的なコストダウ
ンが実現された。

生産費は、収量の影響を受けない10aあたりで全戸平均は減少してるが、15ha 以上ではほぼ横ばい。
〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

農地整備の効果

農地の大区画化や汎用化により、稲作労働時間・生産費は
６割縮減、麦・大豆の単収は４割向上。

ha

60kg あたり

10aあたり


